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「住みたい新潟、行ってみたい新潟」
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，

新潟県福祉保健部長

　　いしねみ　　 かずお

　　石上和男
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特集1・平成2τ年度の生活保護

［参考2｝　平成21年度生活扶助基準額（月額）

3入世帯　【33歳男・29歳女・4叢子】

組地区分 平成20年度 乎成21年度 改　定　率
格　差

1綴地一1 1eo．Q 162，170円 162，170円

1級地一2 95．5 ユ54，870 154，870

2級勉一1 9Lo 147，5舶 147．5鴉
100．0

2級麺一2 86．5 14G270　　　　　・ 140，270

3級地一1 82．0 三32．98Q 132，980

3縁地一2 ？7．5 125．㈱ 125，680

（注》冬季加算（W区x5バ2＞を含めた額を10円単位で表示

［参考3〕最低生活保障水準（月額）の具体的事倒

1．単身世帯【68歳｝ （月額：単位：円｝

1級地一1 主鰻地一2 2級地一上 2緑地一2 3級地一1 3綴地一2

生活扶助 臼〕、82a 77，19G ？3，5｛0 69，910 66濁0 62，640

住　宅扶助｛注） 53，？00 45，㎜ 41．（カ0 35，40D 31，000 ％、寡〕o

合計 134，520 122ユ9G 114．5｛0 105，31G 97，260 88，8釦

医療扶助、介護扶助等 上記額に加えて、医療、介護等の実費相当力泌要に応じ給付される。

注　住宅扶助の頚は、1級地一1：束京邸区部．1叔地一2：チ葉市、2級辻一1　高松市、2級地一2：日立市、
　　3漁地一1；輪島市、3級地一2；八代市とした場合の上駅額の例である。

2，3人世帯【33歳、29歳、4歳1 （月額：単位二円）

1級地一1 1級地一2 2級地一1 2級地一2 3級地一1 3級地一2

生活扶助 167，17D 159β70 152，580 145，27G 137．9鎗 1謀）、6旬

葡蚊入毒年元に残る麺憐労珪除｝舷！， 23．2⑳ 23，22D 2322D 23，22D 23，223 23，22D

住　　　宅　　挟　　助　　　　　　　　　　　　　｛注2， 鉛，鋤o 59．㎜ 53．㎜ 46、㎜ 40」00 騒、100

合　寵 朗o，1∈⑩ 忽2，090 228、脚 214，49D a）L珈 188，㏄o

医療扶助、出産扶助等 上配額に加えて、医療、出産等の実費相当が必要に応じ給付される。

注1
注2

注3

就労収入が10万円の爲合の倒．

佳宅扶助の額は、1縁萢一1：東京翻区蹄．1級亀一2：千葉市、2韻危一1：喬松市、2級地一2：日立市、
3寂地一1：翰島市、3級地一2；入代市とした場合の上級額の例である。
学彪期の子がいる場合には、教育扶助として学用品費、教材代等が別途給付される。

3．母子2人世帯【30歳（競労｝、4歳1 《月額：単位：円）

1級地一1 1級地一2 2緯色一圭 2級地一2 3級地一玉 3級地一2

生活扶助 12生．謝 u6，12D nOβ9D lo5，6⑩ 100、4鉛 95，170

ひとり親世帯藍労糧進費 三〇．OIo 10、㎝ 10，CGO 10，OIO ユ0，0CO 10、㏄0

麟労寂入が手元に残る額騰労控謝〔渕｝ 認，2⑳ 23，220 23，2⑳ 23，22D 器，2蔚 お，2塾⊃

住　宅　扶　助　　　　　侮2｝ 69，説o 厨，OCO 53，㎜ 46，COO 40，1D9 34，loo

合　計 2z｛，謝 蹴，3重D 197，110 184，860 173，74G 162∫490

医療扶助等 上記額に加えて、医療等の実費柑当が必要に応じ給付される。

注1
注2

注3

就労収入が沁万円の場合の倒。

住宅扶助の額は、1載地一1：東京都区離、1縁地一2：千葉市、2毅地一1：高松市、2綴地一2　日立市、
3級箆一亙：輪島市、3載地一2：八代市とした場合の上限額の倒である。
学齢期の子がいる場合には、教育扶助として学用品費、教材代等が別途給付されるg
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［参考1］平成21年度生活保誰基準改定の概要 （1級埴一≧）
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冬季加算（W区×5！12｝を含めた額を

10円単位で表示

iJ｛2｝期来一時技助費軋居宅）　　＿　． 1噸．180 善膣度同額
伽算等｝．・』「1轡無　　・　、』．妊齢肺算（妊妓6カ月以上∫㌦　　　．

工3，810 前年度同額
妻灘騒i灘育、叢．溝健憲く入膨、乳駈）一「　．，・，　・・
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6，4θ0
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嚢鑑1難羅一．’靴重度薫害者家叢介護鞍　　ボ　『鷲腫麟諸献煙排　’．、．て

35，850

22βξG

14βao
12，㈱
Ii．9α｝以内

酌年度両頗
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　　：　　〃

一・　護詰設入駈者加算“　』＼　・　　’ 9．89G以内 前年度同額
，・ 、1宅ξ宅患者繍算轄≡忠．．　　　二 13，2ge 前年度同禁

灘鎌欝縮譲．嶺寒酷又ほ縢囎1職当しなくならた者

42，660

21、謝
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…羅灘撚灘轟・黙羅識慧・璽態
10．鰯

5．（ゆ0

まo．（ゆG

駒年度同額

　　：

．：「冒 　保険科加算、㍗亀　　・　．、．． 保険粧の実費 保険昇の突費
：そ．諌院息者日窺品費馳’　一…　　　、・、 認、1恥以内 前年度同額
3・’介霞黛設入所者基本生活費』手．．㌦．・ 9．蝕〕以内 前年度同顔

蝦刃簿爾傘繊、嵐『㌔㌔』・．，と・

議韓鞭灘・、縫・悪 39．50G以内

蝸JDO以内
前年度同額

　　〃

講繋鯵1麟無　　　　　　　　　　　1，

　　i3，coo以内
年額1Σ8、ODO以内

蔚年度同翫

蛍年度同類
3弐教育扶助奉準、」ミ『1　・「．一’窃～㌔雫！梗　．：　　モ．ド’

、誰購鱈・梗ユぞ『・Σ、『・　＿一一．
2，15G

4，180

前年度同額

　　〃
柔環産｛鋤華軍無『・　．　　・・．昼．．宅翠乱『－。；　．

摂慧糟L総一、・1、
功4，〔oo以内

重73，000以内

＋入院稿

前年度阿甑

　182．00Q以内

　＋入院科

騒礎難繋職・・1一

灘鵬議義，轟蜘
難謙懸漆蟻糖瀕鎌鍛懸興斐入学襟登’着騒懇動繭幾費細・ヒ（3薫嚇駿費響、i睾・・　．『『・　　　　　　　　　　　　」

　　　45，000以内

　　　6雪．㎜以内

　　　　5，謝
　　　実費額
公立高校招当額’

　　　異費額
　　　％，QO¢以内

　前年度阿額

　　　？0．ODD以内

　前年度局鋲
　　　実費額
公立高校相当額

　　　実費額
　撹年度同額

正規の涯票で羨用する鄭縞等の購入1諺要な醍

瓢麟獅織宥票の鮒：定める母道

透学に必要な償小段度の鎮

6　　罪誤挟騎蜂一二　　㌔　　　　　　．　　　　　．． 1四．ooo以内 龍年度同額 大入の基準額
　、

讐、灘。慧羅．・・
t2）特窃挫険一・三蘇．強’　　　　監　　　　　　　「「』（3嶽競葭労競麟3融・　　　：・、

（4》来窺年者控陰三．．．誉　・　　　　・『

F｛5｝　、安痒船建腺　　　　　、『　，　　£　　　　　L．

齪度額33，igo
年甑互∂D，go¢以内

　　　王o．400

　　　n，㈹
　　　s．ogo

煎年度得額

　　：

　　；
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特集1・平成21年度の生活保護
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特集1・平戒21年度の生活保護
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「生活保葭法による医笹扶助運営要頭について」

（昭和35年9月30濤社発鄭727号厚生省社会局長通知）

改正後
第3　医療扶助実施方式
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